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o 3 km 
第 1函 黒部)1扇状地の!日河道と入喜子llJT古黒部地区の位置
国土地理院発行 5万分の l地形i認し 深井三郎(1965)，)1:)1幸I吉(1975)により作成












辺村と ~3 伝候」と記載されているように， 1638年(寛永15)に吉黒部村の村立が行われた10) そこへ，
入植した人々は，現在の朝日町や入善~IlJ，宇奈月間]ーなどからやってきた.
1990年の国勢調査の対象となった古黒部地区の117戸を苗字別にみると， Hi家が31戸で最も多く，
これに Ta家の20戸 Ks家の18戸 Ya家の11戸， Ak家の10戸， Ka家の 9戸，そして Km家の 4戸，
It家と Kg家の 2戸ずつが続いていた.このほかにも 10の苗字があったが，いずれも 1戸だけで，そ
のほとんどが近年転入してきた家が多い.戸数が多い 7つの向族の祖先は，し 1ずれも 16世紀の終わり
頃にこの地区に入植し，開拓に従事ーしたとされている lJ) 出家は現在の朝日 1汀の東草野地i亙から来
たといわれ，泊地区の常光寺の檀家である. Ta家は朝日 IlJ石谷地区から， Ks家は現在の朝日町西草
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吉黒部地区の会計年度は 1月 1日から12月31臼までとなっているが年に 2回， 1J=2日と 8月16
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害協定を結ぶ件や 小学校の統廃合問題 農業協同組合支庫を買取り第 2公民館とするなどの課題が
多くあったためである.
通常の運営は，地IRの役員会である班長総代会で行われる.この会は区長と班長が構成員であり，







場介をのぞいて，現在は l 戸当り年!日]1 3 ， 0001IJ の t~l1'1二!となっており， ])Jに8、0001リ， 4月に5、OOOILJ
を納めることになっている.このほかに I !]'からの補助金や j自民の共 rliJfr:1f~に ]LU役しなかった家から徴
収した人夫賃，預金利子寄付などの収入がある.また 臨時に余分の賦課金をf}'y:JIY.する場合もある.
主要な支出は，事務費とj由民の各杭n-I休WJJえ役1; 当，防犯);r :n;l}H ~}f ， 会イ'ì ~N ， 1域的資， _}&t ilj iJ ， 






























割を果しているのが，古黒部公民館である.この公 写真2 入善町古黒部地区の有線放送 (1993年8月)
251 
民主'I~ は 1976年に国と IllJの補助金と住民の負担金，そして金融機関からの借入金によって建設された木

















































入善1IJ体育協会は!日 1IJ村を単位とした体育協会から組織されているが その 1つである横山地区体
育協会は， IEli黄LU村に属する古黒部・春13・藤原・横山・八1誌の 5つの集落から構成されている. 5 




の責任者となっている.，11- 部地区には10人の体育協会役員がおり，婦人会から 4人，古青会から 6
人を出すことになっている.古育会は後に述べるように ~í~iJ42歳までの男性で構成されているが，そ
'7;;- 浮色 ♀1'- 
公民持了てよ 1





















































入善町婦人会には 1950年代の合併以前の 9つの!日Il]判 Aを単位として，下部組織がつくられている
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黒部地区の青年という意味でつけられた. 20蔵代から42歳のHI年をむかえるまで、の既婚男性が参




のために講演会や研究会 研修会 懇談会 親睦会をひらくことになっている.児童クラブのスキー
旅行やキャンプを実質的に担ったり，体育協会が!止話をする，運動会に参加する主力メンバーが，古青
会の会員である







































































このうち民事座談会は 1年に 4ITIl行われ 3月下旬には前年の稲作の反省とその年の基本方針につ
いて， 5月下旬には稲作笠:型Hについて， 8月上旬には産米改良座談会， ] 0月中旬は翌年の肥料設計と















































る. この祭の後， 8 月中旬には当番の 2 つの班がネ[1叱I~ と境内の除草と n!日請を行う.この際の予算は
11，000PJと決められている
秋祭 10月15日は秋祭である.この場合も各家が1合の米を寄付し， J並区からは25，200P~J の経費が
出される.祭礼は午後 21寺頃から 61寺頃までであるが 夕方には子供御輿がでる.祭愛好会が主体に
なって，IJIに御輿をのせて古黒部地区を巡回し，宮総代と区長，その他の団体の長のところで，祝儀
をもらう.制l~l~ は 6 年程前につくられたものである.秋祭には30人から 40人が参加する.





















ると， 7月2自の午前 9i]寺30分頃赤)1地区へ迎えにゆき，午後 1!l寺頃まで公民館でお勤めをし，午後
21寺30分頃に藤原地尽から迎えが来るようになっている.お勤めに参加するのは40-45人ほどで，大
部分が50歳以上の女性で、ある.











朝日IIJ;白地区から指導者を招いて，月 2-3田木曜自の夜に古黒部公民館で， 1 1寺間半から 21時間
練習する. 6月から10月までは午後 81寺から，それ以外は午後 71l寺30分から始める. 1984年頃から始
まったが， もともとは十数人が参加していたが，現在は60j表代前半が3人， 50歳代後半が3人の 6人
で続けている.いずれも女性で、ある
2 )華の会(大正琴)
1989年に始まった会で 毎週火曜日の午後 81寺から101寺まで 21寺1司古黒部公民館で，指導者を招い
て大正琴を練習する.ただし，農繁期の 5月と 9月は練習を休むことにしている. 40歳代の主婦が主
体で， 14人の会員がし 1る.富山県の大会と入善IJの大会が， 2年に 1)支ずつ交立に関かれるので，そ
れに参加する. また，毎年11月中旬には!日横山村の各集落があつまって横山地区公民館祭りがi訴かれ






で，現在では週 2回， 1 llDは月曜日の夜に古黒部公民館で， もう 1[QJ は公民主'I~\が使える日に行ってい




現在20歳代半ばから30歳代後半までの若い主婦 9人が参加している. 1993年 6月に活動を始めたば
かりである.いずれも乳幼児をもっており，家事から時には離れて気分を発散させることや，相互に
育児や家事などさまざまな話題について意見を交換する場を求めたことがグループ結成の lつのきっ
かけとなった. 1992年度まで存在していた若妻会が，解散状態にあることも， もう 1つの要因となっ








































整理組合の現況 1;Z1 は 1912年の 11)~ 10 日から 1 か月かかって :1判長され，ヰ，~l :{r~ 1 J:Jに製闘が完了している
ことから，工事は1913年(大正 2)から開始されたものと考えられる.資nがなくその後の経過は不
明であるが， i拠地も合めて完了したのが，北部耕地主1I介の場合が]933:{1三 (1日和 8)であり，市部
耕地控~fH総合はHi氏の経済的状{)Cの忠化もあって，ょうやく ]949年 (11(1和 24 )年であった lG)








第 51~ は 1993年 8 月に実施した土地一手IjH:j ~JnJ 資によるものである.その後の *111 かい土地改良業に
よって用水路の部分的整備，一部のIlljêのコンクリート化， tZ道の拡IIJI~\が進められているが，それでも
水田のを{走歩で、わたらないと到達できない水田が相当みられた.このような本田には， ~~)I:*i;機やト
ラクター ，田+車十幾などは，イむの水l3Jをjf!L過しないと入れないことになる. IlIJきJIV.りによると， 1也人の
水田を通過しなければならないことも多い. さらに，友頒や球根などをil:作fI:物として舵えた跡とみ




























麦穎 雑穀 豆類 緑)J~ 球担 果樹 野菜 化，←汁ーい王ん子，<- 飼料 その他 合計
古黒部地区
207 476 45 438 86 20 380 1 。。 1 <663 
(12 <4) (28<6) (2< 7) (26<3) (5<2) (L2) (22<9) (0<7) (0) (0) (100<0) 
入善 1fT
13，505 L436 14 < 348 6，481 5，678 64 5，285 478 6A68 27 53，770 

















あり，第l種兼業農家が2戸にすぎず，大部分は第 2種兼業農家であった(第 3表).第 2種兼業農家
率は93.7%であり，入善町全体よりも 5%ほども高い. 4戸の専業農家の大部分は老人世帝であった
とみなされる.ちなみに， 1993年8月の聞き取りによると， 3戸が農業のみに従事していたが，その
内の 2戸は退職公務員で，残りは老人の l人暮らしであった.経営耕地面積については， 10aの果樹
園を除けば，残りの11，540aは水田である. これに対ーして，稲と麦類，雑穀，大豆，野菜，その他の








l1FSそ1 家(戸) 兼業別農家(戸) 経営耕地 (10a)
日雇専業 第]種 第 2種 恒常的
ぷiコ与三H子1-
農家 兼業農家 兼業農家 勤務 臨時雇 自営 合計 出 士郎 果樹園出稼
1960 103 16 67 20 76 11 1.097 1，096 。
1970 99 13 47 49 99 7 1，133 1，129 4 。
1975 97 5 37 55 49 41 2 1.169 1， 169 。 。
1980 97 4 24 79 53 36 4 1，213 1，213 。 。
1985 94 3 3 88 61 19 3 1，135 1，128 7 。
1990 95 4 2 89 84 2 5 1，154 1，153 。
農業センサスにより作成
第 4表 入善町古黒部における農業経営の規模と労働力 (1990年)
a)販売規模別農家数 単位:戸(%)
販売なし ~50 50~ 100 100-200 200~300 300-500 500~700 700万円~ 合計
古黒部地区
12 13 30 21 15 3 。 95 
(1.1 ) (12.6) (13.7) (31.6) (22.1) (15.8) (3.2) (0) (100.0) 
入善町
97 426 557 1，024 566 361 69 62 3，162 
(3.1) (l3.5) (17.6) (32.4 ) (17.9) (11.4) (2.2) (2.0) (100.0) 
b)経営耕地規模別農家数 単位:戸(%)
自給的農家 販 冗τ会= 1出Zモ2 家
0.1~0.3 -0.3 0.3-0.5 0.5~ 1. 0 1.0-1.5 1.5-2.0 2.0~2.5 2.5ha~ 合計
古黒部地区
3 。 7 25 31 16 10 3 95 
(3.2) (0) (7.4) (26.3) (32.6) (17.2) (10.5) (3.2) (100.0) 
252 2 298 829 736 552 287 206 3，162 
入善町
(8.0) (0.1) (9.4) (26.2) (23.3) (17.5) (9.1) (6.6) (100.0) 
c)農業従事自数別労働力 単位:人(%)
-29 30-59 60-99 100-]49 150臼~ ぷ口〉、 ii" 
全体 努 全体 努 全体 男 全体 男 金体 5号 全体 5号
96 40 64 30 93 52 16 5 15 5 282 132 
古黒部地区
(34.0) (30.0) (22.7) (22.7) (33.0) (39.4) (5.6) (3.8) (5.3) (3.8) (100.0) (100.0) 
4.407 2.209 2.107 1.044 1.660 872 655 314 553 279 9.382 4.718 
入警部T





もみられ， 1. 0~ 1. 5ha の階層とその前後に集中している.さらに，農業従事 iヨ数をみると UIJ全体と
比較して60日未満の農業従事者の割合も， 100日以上の農業従事者の割合も少ない.すなわち，古巣
部地区では農業にほどほどにたずさわっていることになる.経営内容をみると 95戸の農家のうち自















































































































くみられる. 1993年 7月に操業を開始した入善キタノ製作所もその lつである(写真 8).この会社
は富山市のキタノ製作所の子会社で，オーデイオカ yセトやゲームソフトカートリ yヂ， LCD (液品)




































空間的変動に関する地理学的研究J (代表者 田林 明，課題番号04209202)と平成 5年度文部省科学研究費一
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Sustainability of a Rural Community 
on the Kurobe Alluvial Fan 
Akira T ABA Y ASHI 
Since the 1960s agricultural production of advanced countries rapidly increased by the intro-
duction of farm machinery， chemical fertilizers and pesticide， enlargement of farm size， capital in-
tensification， specialization， and the development of agribusiness operations. However， the 
growth in productivity and income has been achieved at the expense of resource and environment. 
It took a new turn in the late 1980s when sustainable development of agriculture and the stability 
of rural communities became most often discussed in North America and Western Europe. 
According to the study on rural communities in Canadian Prairie by Everitt and Annis 
(1992)， sustainable rural communities have viable economic and social bases， good communication 
among community members， sufficient cultural and recreational activities， young and flexible lead-
ers， and people willing to invest time， talent and money in the future of their communities. The 
objective of this paper is to exemplify a sustainable rural community in ]apan referring to the 
Canadian case. 
Furukurobe， the study area is located on the Kurobe alluvial fan in central ]apan facing the 
Sea of ]apan. It has 113 households with 469 inhabitants. Population of this community has 
been increasing slightly， and there are a good number of residents from thirty to forty years of 
age. Various organizations and community activities， including administrative， social， economic， 
religious， and recreational， keep active. This is mainly because younger generations stil main-
tain a traditional custom， that is， one of the sons or daughters of the family returns to the com勾
munity to take over their parents' farm and property. Since high standard of living cannot be 
maintained by farming one hectare paddy field， they have to engage in off-farm jobs near the 
village. Furukurobe has many employment opportunities because it is located along the national 
highway NO.8 and is close to two local commercial centers. The successors do not have difficul-
ties in finding jobs near the village 
While most paddy fields on the Kurobe alluvial fan were consolidated and improved in the 
1970s， paddies in Furukurobe have kept unchanged since the land improvement was undertaken 
273 
before World War 11. This has delayed the development rice farming. However， unimproved 
paddy conditions encourage younger people out of the community to return to their home to help 
their parents. lronically， inefficient agricultural environment ties younger generations to this vil-
lage， and they play important roles in making community active and viable. 
